
 

 

 

 

リコール届出一覧表 

 

  リコール届出日：令和２年１１月１７日  

リコール届出番号 ４８４７ リコール開始日 令和２年１１月１７日 

届出者の氏名又は名称 ヤマハ発動機株式会社 

代表取締役社長 日髙 祥博 

不具合の部位（部品名） 制動灯（制動灯スイッチ） 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性

能の状況及びその原因 

制動灯において、制動灯スイッチ内部ゴム部品の成形に使用している離型剤が不適

切なため、当該ゴム部品にシリコン成分が含まれているものがある。そのため、ス

イッチ内部にシリコンガスが充満して、スイッチ操作により通電した際に接点部に

酸化シリコンが生成され、そのまま使用を続けると、制動灯が消えなくなるおそれ

がある。 

改善措置の内容 車両型式に応じて次の対策を行う。 

①前輪用制動灯スイッチを対策品に交換する。 

②前輪用制動灯スイッチ、後輪用制動灯スイッチを対策品に交換する。 

不具合件数 １３件 事故の有無 なし 

発見の動機 海外市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動車
特定整備事業者等に周知
させるための措置 

・使用者：ダイレクトメールで通知する。 

・自動車特定整備事業者等：日整連発行の機関誌に掲載する。 

・弊社のインターネットホームページに掲載する。 

 

 

 

車名 型式 通称名 リコール対象車の車台番号（シリアル

番号）の範囲及び製作期間 

リコール対象車

の台数 

備考 

ヤマハ 

8BL-SJ19J ｢TMAX560 Tech｣ 
SJ19J-000308～SJ19J-000502 

令和2年3月27日～令和2年4月21日 186台  ② 

2BL-SJ15J ｢XP530DA TMAX｣ 
SJ15J-000017～SJ15J-001120 

平成29年3月9日～令和元年9月25日 973台  ② 

2BL-RN58J 

｢NIKEN｣ 
RN58J-000005～RN58J-000536 

平成30年8月31日～令和2年4月21日 382台  ① 

｢NIKEN GT｣ 
RN58J-000357～RN58J-000543 

平成31年3月8日～令和2年4月21日 155台  ① 

2BL-RN51J ｢TRACER900 GT｣ 
RN51J-001187～RN51J-003529 

平成30年5月7日～令和2年4月28日 2,300台  ① 

 

 

 連絡先：自動車局 審査・リコール課 リコール監理室 

 ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１ 内線４２３６１ 

 アドレス： http://www.mlit.go.jp 

問い合わせ先：ｶｽﾀﾏｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

０１２０－０９０－８１９ 



 

車名 型式 通称名 リコール対象車の車台番号（シリアル

番号）の範囲及び製作期間 

リコール対象車

の台数 

備考 

ヤマハ 

2BL-RP27J 

｢FJR1300A｣ 
RP27J-000832～RP27J-001825      

平成28年6月3日～令和2年4月23日 
491台  ① 

｢FJR1300AS｣ 
RP27J-000862～RP27J-001832 

平成28年6月10日～令和2年4月21日 509台  ① 

2BL-RP25J ｢FJR1300AP｣ 
RP25J-000059～RP25J-000196 

平成29年2月6日～令和2年1月15日 138台  ① 

EBL-RP27J 

｢FJR1300A｣ 
RP27J-000001～RP27J-000821 

平成25年11月13日～平成27年10月15日 483台  ① 

｢FJR1300AS｣ 
RP27J-000011～RP27J-000825 

平成25年11月13日～平成27年10月16日 342台  ① 

EBL-RP25J ｢FJR1300AP｣ 
RP25J-000014～RP25J-000052 

平成25年12月18日～平成27年2月26日 39台  ① 

2BL-RN50J 

｢MT-10｣ 
RN50J-000046～RN50J-001543 

平成29年3月10日～令和2年4月21日 666台  ① 

｢MT-10SP｣ 
RN50J-000006～RN50J-001540 

平成29年3月2日～令和2年4月21日 872台  ① 

 （計9型式） （計10車種） 
（製作期間の全体の範囲） 

平成25年11月13日～令和2年4月28日 （計7,536台）  

 


